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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳Gly、。9，。量の測定はS．　E、　K，，，の方法④に

　　　　　　　　　緒　論　　　　　　糊した。即ち，断鰐㈱｛来得る限岬く脳謝取り

　脳髄は動物の他の組織と相異し，その呼吸比は常に　　　風し，Dry　iceで凍結させて細片にした月函を秤燃後

1．0を保持し，血糖値の低下，酸棄供給の不足に鋭敏　　　30％KOH溶液2麗を入れた遠心管に取り，沸騰水

に反応する等の琳実からその糖質代謝は極めて高い筑　　　浴上で30分間加熱して融解させた。これに1，5容の

要性を持つている。脳髄のGlycogen含有盤は筋肉及　　　Ethanolを加え放冷後毎分3000廻転遠心沈澱して沈

びその他の組織に比して非常に少いこと，y死後の時　　　澄を取り，沸騰Methanol　Chlorof。rm侃液（4：

間経過により著しい変動を示すことによつて，その実　　　1）を加え放冷後遼心した。この操作な数圓繰返して

体を握むことが困難であつた。Holmesは尿兎と猫脳　　　沈渣を集め乾燥させた。この残漉に1紹の水を加え懸

髄の各新鮮材料ではGlycogen量は夫々13及び43脚％　　　濁液となし，2NH2SO4溶液を加え沸騰水浴上で2
と称し①，Kerr及びGhantusは犬，猫及び簸兎　　　時問30分加熱水解した。この水解物を0．5NNaOI“1

脳につき70乃至13吻％の値を報告している②。又　　　溶液で中和後水を加えて25m6とし，濾過後濾液の還元

Ghantus．中等は脳Glycogenは筋肉の如くその変　　　力をHagedorn－Jensenの方法で測驚した。この還

化を証明することは困難でInsulin，葡萄糖の投与及　　元力に水解係数（1．　063）を乗じてGlycogen盤とし

び飢餓等に殆んど影響されることはないと添つてい　　　た。

る③。KerrはInsulin　shock　｝こより脳Glycogen　　　　　　2．肝，筋，脳Glyc。genの分離及び

量は低下することを報告し，Ghantusはこの現鋲は　　　　　　　夫々の水解曲線とその水解係数

低血糖によるAdrenaline分泌の第2次的影響による　　　肝，筋，脳Glycogenを分離し之を懸濁液となし酸

現象と見ている。Himwichはこの脳Glycogen鑑の　　　を加えて時間を迫つて加熱水解な行い，還元力を測定

減少は低血糖に対する適応現象と考えている④。著者　　　して水解曲線を求めた。一方水解前のGlycogen量

は脳Glycogenの生理的意義を知るため本箋験に於い　　　と，その総窒素を測定することにより含有蛋白量を求

て先ず血糖に影響を及ぼす種々の要因並びに脳の酸素　　　め，水解が完全に終了した時の平均還元値より水解係

消費量を左右して，その生機作用に大きい影響を与え　　数⑤⑦（Glyc。gen量を算出するために還元値に乗ず

る諸因子が脳Glycogen量に如何なる作用を及ぼすか　　　べき数）を算田した。

を観察した。　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　1）肝，筋Glycogenの分離⑧⑨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a）実験方法

　　　　　　　　　　爽験の部　　　　　　ネズミの肝臓及び骨格筋のH。m・9・n・t・に2腿

　　　　1．実験動物及び実験方法　　　　　　　　　　の熱水を加え混和後遠心して上満を分離し，残澄に再

　　　1）実験動物　　　　　　　　　　　　　　　　び2倍鐙の熱水を加えて上清を集めた。両液を合し

　Wister系ネズミ雄の体重150～2009のものを用　　　40％Trichloroacetic　acidを4％になる様に加え，

いた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氷室に18時間放置後濾過した。約500認の濾液に1％

　　　2）実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　Ammoniurn　acetate数滴⑩を加えたEthanol　1．5

　血糖値の測定はHagedorn－Jensenの方法④で行　　　容を加え遠心して沈渣を取つた。沈1資に水を加え懸濁

つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　液となし、％容のChloroformと1〆15窩のISOamyl一
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alcoholを加え約15分間混和した後，侮分30〔、O廻転1　　　　　　　精製肝父は筋Glyco齢n－一同　　　左
時1髄心しCh1。。。f。，m帳面燗来たG，1畷　 F．，　ll。＝：　2°晦　　舗蛋岨

白勲嚇⑪させて備蜘つた．。の酬・轍回行　　　　　平均wa元値

い最後に得られた上清にEthano1を加え沈澄を取　　　　　　　　精製脳Glycogen＿同　　左
り，更にE・ha。。1で3回灘してGly、。9，。を分離　　F。－　24・．蟹．＿　髄〔麩鼠

乾燥させた。　　　　　　　　　　　　　　平均還ラ醐
　　　・）脳Gly・・9・nの分離⑦　　　　　、）実！険練

　　a）鐡方法　　　　　　　　圏i、に示す如く還元プコはいつ紬塒間以後は礎
　5QO認の三角フラスコにネズミの脳19にっき60％　　　　～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を爪している。

隣驚欝羅蝶講嘉蒙必表一た・口く趨聯・備1・Gly一
液、・Cに放翫遠心して備をすて，撒M・・ha一　ともだいkい近簾蛎している・

・・1－Ch1。・。f。・皿磁（4・　1，）で4圓麟後轍さ　図1肝，筋，脳Gly，。9。。の鰯鰍

せた。乾燥した洗燈を30％KOH溶液に加え，3時
間加轍裡勲物質を遠心してF，t？1　L　xた．上清にo．踏　　mZl’「d　1

のEthanolを加え，沈淡を集めてEthanolで3回　　　220

洗牒し，得られた籾製Glycogenを10π6の水に溶解　　　　200

させたのちCongo一赤の変色点にまで塩酸を加え，更　　　　180

に0，5容のEthanolを加え，遠心して上清を集めた。　　　　160

之にEthanolを加えて45％とし，生ずる沈澱、を遠　　　　140

燃蜘謙繋撚灘饗墓　12・・　　一肝Gl…gen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lOO　　　　　　　　　　　　　　　　－　　maGlycogen
てEthanolで洗糠した。この沈澄を酸溶液となし，

S。m。gyiの方法⑫によつてGly、。9・nを繊した。　　8°’　　　　H脳Gl・c°・en

即ち，沈漬を水に溶解して不溶性物質を濾過して除　　　　60

き，Congo一赤の変色点にまで2NHC1溶液を加え　　　　40

更に0．5容のEthanolを加え，生じた沈澱を濾過し　　　　20　　　　　　　｝H
て除いた。濾液に最初の溶液に対してEthanolが

。・・容となるer…」JnSL，｛徽黙て沈濫恥た・、　　1　2　3　4論
前記の操作を3回反復したのち得られたGlycoεel1を

Etha・。1とEthe「で麟後轍させた・　　　刻肝，筋，脳G！y，。9，nの総鱗と

　　　3）ネズミ肝・筋・脳Glyc°genの　　　　　水角縣数

。）糞羅及びその水附　　　Gly・・…髄艶L鰹係数
　ネズミ肝，筋，脳Glycogenを用い夫々200㎎／認，　　　　　肝　　　　　　O．078　　　　1．　058

20吻／46及び24、6㎎／詔溶液を調製し，これらの1m6　　　　　筋　　　　　　　O・　022　　　　　1・　093

に2NH、SO4溶液瑠を加え，　WJI，ms水浴上で夫々　　　脳　　　O・°29　　1・°63

0，i／2，1，2，3，4及び5時間加熱水解して0．5N

NaOH溶液で中和し水を加えて25紹となし，濾液の一　　　　　　　3．血糖値及び脳GSyeegen盤の

定景を取り還元力をHagedorn－Jensenの方法で測　　　　　　　正常値

定した。　　　　　　　　　　　　　　　a）実験方法
　総窒素はMikro－Kjeldahl法（沃度法）⑬で測定　　　　6時間以ヒ絶食させたネズミより心臓穿刺によつて

し，6．25を乗じて含有蛋白盤とした。　　　　　　　　　　採血しt同時に脳Glycogen量を測定した。

　水解係数は次式により計算した。即ち，肝，筋、脳　　　　　b）実験結果

Glycogenの水解係数を央殴FL，　FM，　FBとする　　　　袋2に示す如く血糖値の平均は114解／詔であり，

と，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳Glycogen貴の平均は111碑％であった。
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表2　正常ネズミの血糖値及び脳Glycogen量　　　　　表4　　ネズミ脳Glycoge皿羅：に及ぼす

実験　体重　血糖値　脳Glycogen量
膵全摘繊の影響

嗣　（の　（，a，／de）　（、7，i，、・／。）　　　　　（膵鏑出2日後）

2　　　170　　　　　110　　　　　　　　99　　　　　　　　実験　　　体　　重　　　Ifil，糖値　　　脳Glycogen量

4　18。　、、5　　・・3　　翻　⊆の　吻拗　　（・翅L．＿
　　5　　　　　　］70　　　　　　　　120　　　　　　　　　　　　116　　　　　　　　　　　　　・　43　　　　　　220　　　　　　　　125　　　　　　　　　　　　　－

　　6　　　　　180　　　　　　　118　　　　　　　　　　　112　　　　　　　　　　　　　　44　　　　　220　　　　　　　127　　　　　　　　　　　111

　　7／90　124　 1ユ6　　45200　113　　－　　8　　　　　】80　　　　　　　114　　　　　　　　　　　107　　　　　　　　　　　　　　46　　　　　180　　　　　　　124　　　　　　　　　　　ユ22

　　10　　　　　170　　　　　　　ユ26　　　　　　　　　　　111　　　　　　　　　　　　　47　　　　　180　　　　　　　117　　　　　　　　　　　1．06

　　11　　　　　190　　　　　　112　　　　　　　　　　114　　　　　　　　　　　　48　　　　　190　　　　　　1ユ2　　　　　　　　　　／127

　　12　　　　　190　　　　　　　　96　　　　　　　　　　　117　　　　　　　　　　　　　　49　　　　　180　　　　　　　158　　　　　　　　　　　1ユ0

　　13　　　　　200　　　　　　　118　　　　　　　　　　　　105　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　200　　　　　　　127　　　　　　　　　　　：L29

　　14　　　　　2〔｝0　　　　　　　102　　　　　　　　　　　113　　　　　　　　　　　　　　51　　　　　200　　　　　　　145　　　　　　　　　　　125

　　平均値　　114　　　111　　　 52　200　　124　　　ユ35
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53　　　　　210　　　　　　　119　　　　　　　　　　　127

　　　　4・膵全摘出による高血糖の　　　　　　　　　　54　　190　　　129　　　　　　110

　　　　　脳GlyC°gen鍛に及附欄　　　一’一”’…畢濁値””m”m「夢…｝｝｝”開i互δ一一

　　a）実験方法

備間以上絶食させたネズミをEth・・月轡の後に　　　　対　照　試験
膵全摘出⑭⑯を行い，日を追つて血糖値への影響を調　　　突験　　体　重　　血糖値　　脳Glycoge11緻

べた．その結果，膵全摘出2畷の高1血購に雌値　．ご琶量．＿磁L＿傭∠喫L＿一．鯉％L．＿

と脳Glycogen鼠を同時に測定した。対照試験として　　　　138　　200　　　117　　　　　　U4

は開腹のみを行つたものにつき測定した。　　　　　　　　　139　　160　　　　97　　　　　　115

　　b）実彫ミ結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 140　　　200　　　　　94　　　　　　　111

表3の如く一搬には融糖を示すカS，数暇よりifiL　　平均値　　103　　　113
糖値が不安定となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2　　ネズミ脳Glycoge嶽激に及ぼす

　表3　ネズミの血糖値に及ぼす膵全摘出の影響　　　　　　　　　　膵全摘Ulの影響

難有、、冤璽讐鰐嵐瀞
24　200　　1】．6　　　　　　　　　　ユユ0　　　　　　119　　　　　　115

25　ユ90　　117　　　　　　126　　　　　　104　　　　　　152　　　　　　　　　　　120

26　220　　120　　　　　　124

27200112　　　　108　12g　　　lOo
28　200　　122　　132　　　　　　121　　　　　　126

37　180　　］L14　　138　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　111

39　210　　］17　　137　　　　　　128　　　　　　ユ18　　　　　　　　　　　　　　　　80

42　210　　102　　　　　　114　　　　　　1〔｝4　　　　　　124

＝＝難賭1離～醐

一血糖値（m“，／d　t）

←一” ﾎ照（血糖）

平均値　115136　121120105121135113
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　2日

表4の如く膵全摘出2日後の」血糖値は増加してお

り，脳Glycogen貴も軽度の増加が見られる。　　　　　有の溶液とし，ネズミの側膜部に体璽1009遇り1単
図2は以上の結果を示したものである。　　　　　　　位のInsulin⑯を皮下波射により投与した。投与後経

　　　　5．Insultn投与による低血糖の　　　　　　　　晦的に血糖値を測定し，5，10，20及び30時間後に血

　　　　脳Glycogen量に及ぼす影響　　　　　　　　糖値と脳Glycoge皿量を同時に測定した。

　　a）実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b）実験結果

Lente　ilisulinを生理的食塩水を用い1認4単位含　　　　表5の如く血糖維は注射後5時間及び10時聞に於い
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て著明に低下⑯した。と瀦めたが，1・［・綱磯耀　 表7ネズ・月Lli　G！y・。…量剛財

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Insulinの影響
復している。
表・に示す如く酬後淵罰では低血糖と脳GlyC－　　　9，Eys｝t｛！ll；］i　i」rzg，tl”時間）、　淵

軽度の脳Glycogen量の減少を示している。　　　　　　　　155　　210　　　　19　　　　　　95

表8，9の如く20・30時間後tlこは血齢も脳Glyc°”’　　157　2〔〕0　　19　　　98

gen量も正常に戻つている。　　　　　　　　　　　　　　158　　220　　　　74　　　　　　89

　図3は以上の結果をまとめたものである。並し糖徳の　　　　159　　230　　　　39　　　　　　97

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　160　　　　　　220　　　　　　　　93　　　　　　　　　　　　ユ03

表5ネズミ血糖値に及ぼす1・・ulinteの影響　　　161　230　　20　　　97

実験 ﾌ重・一［沚訣u譜超）　　111　讐；1　総　　　搬
　番量＿＿蟹乏＿．一豊一＿量＿．里＿．並＿2L．釣＿　　　⑯4＿＿2璽L＿」豊＿…．＿、＿＿．鰻＿＿．、

　　133　200　10428411］41101G5　　　平均値　　52　　　97
　　糧1認｝．？）1鉾ll　lll爺；ll　　　　対照訟験
　　136　　200　　101　56　23　93　1Q7　76　　　　　禦験　　　体　重　　　血糖値　　1脳Glycogen藍il：

　　137　・8・1・923ユ。8・・5・（）4・。。　＿畢．愛＿一豊L－．（㎎∠塑L＿＿鍵％｝一＿

　　平蓋瓢認：瓢礪1面ゼ　i｛9111　11　　，i’9
　　　購元・ナ川叫大脚・・一・“」…学研締　　　　一一2旦　1，lr19．＿＿＿ユ9童＿＿＿＿、生97＿一、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平　　均　　値　　　　　　　98　　　　　　　　　　108

　表6　　ネズミ脳Glycogen昂：に及ぼす

　　　　　Insulinの影響　　　　　　　　　　　　　　　表8　　ネズミ脳Glycoge舐量に及ぼす

　　　　　　　　　（1謝後5時間）　　　　　　　エns。linの影響
　実験　体震　血糖値　脳GlycOge鳳燈　　　　　　　　（注境・1後90時間）

溺　（Z／．一、．麹塑＿＿（・盟　　 顯噛 ﾌ重，飢撒脳α，。。、・岨
　　278　・9・　44　　　93　　翻　．（鮭．（剛塑L－（㎎％）
　　280　・8°　　29　　　102　　　165　200　1Q4　　　・06
　　281　200　　29　　　79　　　166　200　101　　　・17
　　282　200　　26　　　82　　　167　18。　・01　　　93
　　283　　　　　18V　　　　　　　24　　　　　　　　　　　74　　　　　　　　　　　　168　　　　　180　　　　　　　69　　　　　　　　　　　92

　　284　22°　　26　　　89　　　169　・80　　97　　　Z。8
　　285　　　　　200　　　　　　　28　　　　　　　　　　　　88　　　　　　　　　　　　170　　　　　180　　　　　　　　97　　　　　　　　　　　ユ09

　　286　200　　24　　　76　　　171　ユ8Q　　97　　124
　　287　　　　　2QO　　　　・　　27　　　　　　　　　　　　80　　　　　　　　　　　　172　　　　　2］、0　　　　　　　103　　　　　　　　　　　107

　　288　・80　　29　　　89　　　173　ユ90　　81　　1。9
　　289．－2°0　22　　　89　　　174　2。0　95　　・93一
　　　平均値　　28　　　86　　　　平均値　　94　　　107
　　　　　　　　対　　照　　試　　験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対　　照　　試　　験

　　実験　体重　血糖値　脳Glycogen量　　　実験　体重　血糖値　脳GlyCQgen量
　　番号　　（鉦一翌翅L．一．」噸）＿＿　　番号一（2＞．一…一（剛認）　一＿∫！塗勉）　　－

　　275　　　　　170　　　　　　　108　　　　　　　　　　　112　　　　　　　　　　　　　201　　　　　160　　　　　　　　94　　　　　　　　　　　　110

　　276　　　　　190　　　　　　　110　　　　　　　　　　　104　　　　　　　　　　　　202　　　　　180　　　　　　　93　　　　　　　　　　　111

　　277　　　　　200　　　　　　ユ12　　　　　　　　　　108　　　　　　　　　　　　2P3．　　　　150　　　＿＿．．t．．t＿9塾一．一　　＿＿＿＿＿．，．＿＿一．．－9．q＿　t－＿＿．

　　　平均値　 110　　　108　　　　平均値　　95　　　111
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表9　ネズミ脳Glycogen量に及ぼす　　　　　　　チにつき0，05m／t⑰のAdrenalin¢を皮下注胡手により投

　　　　1…li・の影響　　　　　　　与した。投与後経【1揃にlfl】糖値を1調・叉，醐綴4，10

　　　　　　　（酬後3°時間）　　　　及び15｝1寺闇臨糖靴脳GlyCQ9・n・1，lli：を【嚇に　眺し

実験　　体　重　　JrlL糖値　　脳Glycogen　kll二　　　たt対照試験としてAdrenaline溶液の代りに磁理的
番号＿　Ω乳L　　（彫∠喫）　　　．．（7ng％）　　＿　　　食塩水を用いた。

177　　　200　　　　113　　　　　　　108　　　　　　　　　b）突！験結∫手キ

i79　　210　　　　86　　　　　　110　　　　　　MIOの如くJfll糖億は著明に上昇⑰し，投与後暑時闘

180　　200　　　］08　　　　　　133　　　　　で最高となり10時間でラ己に戻つている。

181　17°　97　　1°9　　表1・の如く41騨］後に｝酌90％のtin、ei・s　fitt　a）上撮約
182　　　　　180　　　　　　　　93　　　　　　　　　　　104

183　　2〔】0　　　　84　　　　　　108　　　　　　衰10　ネズミIrlL糖他に及ぼすAdrenalineの影響
184　　　　　200　　　　　　　　79　　　　　　　　　　　　93　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　186　　　　　　80　　　　　　　　8　　　　　　　　　　　　　¶一　　　　　　　　　　　 一写・　（17）　　i］iT　　　1　　　2　　　　3　　　　4　　　6　　　8　　　：LO

　187　20°　115　　1°6　　磁亜llデヨδ『葛；δ24y蕊ヨ冴葛；…三騨闇｝葱τ
　188＿＿エ8°＿＿盤＿一．．＿1°L＿　 862、。1、48520324．1，24、22。84、、1

　　平均値　　93　　　108　　　87工9010r）219　M8257257231173×20
　　　　　　　対　照　試　験　　　　　882：L°］09172ユ842142141699288
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89　220　　111　　ユ、62　　181　　279　　279　　20i　　　96　　．1．20

講幣1翻脳G襯鮮　，1喫．凱鯉塑一璽拠垂2．｝1°．
…213　ユ8。　礪｝1｝一弼一…一　平均値a121762052572682141241°6

　214　170　　96　　104　　　衰11ネズミ脳Gエy，。9，磁に躍す
21量．16°　96　　1°7＿　　　Ad・e・・li・・の㈱
　　平　均　値　　　　99　　　　　　106　　　　　　　　　　　　　（注射後4時間）

185 P・・21」　…　轍一㌔響1後・欝”6L

図・ |鵬騨撫・及ぼす　響．饗一雛脳蟹坐．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　109　　　　　ユ90　　　　　　　230　　　　　　　　　　　工29

晦　　　　　　　　　　　 110　210　237　　・19
120　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　111　　　　　220　　　　　　　218　　　　　　　　　　　：L37

　　　　閲t㌔審す3！■◎獅騨一回一一顧曜h隔周　　　　　　　　　　　　　　　　　112　　　　　210　　　　　　222　　　　　　　　　　134

100　　　　　　　　　　　　　　　、r　　　　響需＿幽盤のr一噌圃一一一一一一”■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　113　　　　　　180　　　　　　　　ユ98　　　　　　　　　　　　　＿

80　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　114　　　　200　　　　　 ユ85　　　　　　　　　1弓4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1癌5　　　　　ユ9Q　　　　　　214　　　　　　　　　　エ4760

　　　　　　　　　　　　　凝撫1麟野％）　116　ユ8・　244　　ユ13
4°

@　　　　＿＿蹴値（咄、）　　　117　19。　233　　　・30
，。．　　　　　レー対照（蜘　　　118　180　・47．　　・6・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て19　　　　　180　　　　　　　233　　　　　　　　　　　118

　　　。　5　、。　　，。　　3。　　　120　ユ80　　212　　　134
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時聞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……　　『nvt’一…　　　　　　　　　　　　’“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均値　 214　　　134
低下に伴つて脳Glycogen蟄は減少し，　rflS糖値が回復　　　対照試験

すると脳Glycoge豆魔も回復している。　　　　 実験　体璽 血糖値脳Glycogen蝿：
6，　，…e・：aii・e投与【・よる高血獅　　蚤墜＿．鋤＿」望L．．．漁畷L．．

　　　　脳Glyoogen簸に及ぼす影響　　　　　　　　　　147　　210　　　ユ04　　　　　　117
　　a）実験二与法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　148　　　　200　　　　　99　　　　　　　　117

生理的食塩水を用い0．01％Adrenalhe溶液輔｝司製　　　　149　　210　　　106　　　　　　111

し，6時間以上絶食させたネズミの側腹部に体璽ユ00　　　　　平　均　値　　　　103　　　　　　115
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20％の脳Glycogell量の増加が見られる。　　　　　　　　　表13　　ネズミ脳Glycogen鍛に及ぼす

表12の如くユOli欄後の血L糖1直はほぼ投与前に復する　　　　Ad・e・ali・・の影響

も脳Gly。。9，n墨頗に増力口駄を維持している。　　　　　　（沿謝後151kA」：　P，，5）

　表13の如く15時間後の脳Glycogen」監は減少の傾向　　　　突験　　体　重　　」血L糖値　　脳Glycogen盤
を示しているが，尚かなりの離である。　　　　翻　（多1）一　　　　（π塀催）　．　　　　　（1／e＿＿e／e）

　以上の結果を図4に示したが，血糖値の最高上昇時　　　　121　　200　　　1QO　　　　　　180

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　122　　　　　190　　　　　　　　92　　　　　　　　　　　125

　表12　　ネズミ脳Glycogen量に及ぼす　　　　　　　　　123　　200　　　　90　　　　　　137

　　　　　Adrenalineの影響　　　　　　　　　　　　　　124　　　1CJO　　　ユ21　　　　　　－

　　　　　　　　（注酎後10時閾）　　　　　　　　　　　　125　　　180　　　111　　　　　　142

実験体重血糖値脳Gユy、。9，n趾　　126　200　109　　14°
翻　・y）」膨）　（7mp％）．　127　21°　ユ゜°　　169

　　　　　　　　　　”　　…t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　128　　　　　　170　　　　　　　　94　　　　　　　　　　　　ユ55
　　97　　　　　220　　　　　　　1，11　　　　　　　　　　　　142

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　129　　　　　19Q　　　　　　　100　　　　　　　　　　　138
　　98　　　　　200　　　　　　　1．12　　　　　　　　　　　152

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130　　　　　200　　　　　　　120　　　　　　　　　　　156
　　99　　　　　　220　　　　　　　　コ、03　　　　　　　　　　　　171

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　131　　　　　】、90　　　　　　　109　　　　　　　　　　　134

19？　1器　111　　、兄　　」往一」里＿＿」£邑＿＿一塑一＿
　102　　　　　］．80　　　　　　　 93　　　　　　　　　　　151　　　　　　　　　　　　　　平　　均　　イ直　　　　　　　to5　　　　　　　　　　　148

　103　190　112　　　169　　　　　　対　照　試　験
　　104　　　　　240　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　160

1111器191　11’1　墨場㌧饗‘脳G置竺
　　107　　　　　180　　　　　　　1ユ3　　　　　　　　　　　144　　　　　　　　　　　　204　　　　　180　　　　　　　101　　　　　　　　　　　：LO7

　　108　　　　　200　　　　　　　111　　　　　　　　　　　145　　　　　　　　　　　　205　　　　　1L60　　　　　　　103　　　　　　　　　　　　95

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　206　　　　　180　　　　　　　　97　　　　　　　　　　　110

　　　平均値　　109　　　157　　 ＿－tt＿＿．．－tt．．一＿．．＿ @　 ＿＿＿＿ @＿　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均値　　100　　　104
　　　　　　　対　　照　　試　　験

実験　　体重　　煎t糖値　　脳Glycogen量　　　点より約6時間後に脳Glycogen量の最高値が見ら
翻　（の　聾幽　　（遡．．．　れ，雌｛鰍り徐・峨少する・とを示している。

150　　20G　　　115　　　　　117　　　　　　　　　7．　Cortex　Hormone投与による

151　　200　　　　99　　　　　　UO　　　　　　　　　　　高血糖の脳Glyeagen里に及ぼ

152　210　104　　コ10　　　　す灘
　平均値　　106　　　112　　　　a）実験方法
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生理的鮪水を用い1　7－！lydr。・y・・rti…t・・。・・⑱

図4 w欝、蹄撚量に及ぼす　　の・・…／・・溶液撒・・欄以上絶食・せた・

㎎％
ng／dr

220

200

180

160

i40

120

　　　’哩：：：：＝コニ数無一、．．　　間で鵬となり塒間で投与前の値喉つてVる・
ioO

L－．．一一．．一．一．．．．

　　　　　　　　　　　　ズミの腹腔内に体重100炉につきO．　3mpの17－Hyd一

謡撒躍灘％’　・・xy・。・・玉…t・・…を酬した・酬後経H3ewvl　tu

＿．，一，t血糖値（咽’｝　　　　糖値を調べ，5，10及び15時間後の血糖億と脳Glyc－

　婦燃蜘 @　　。9，。齢附セ・測定した。対照試験として17－

　　　　　　　　　　　　Hydroxycorticosterone溶液の代りに生理的食塩水

　　　　　　　　　　　　を用いた。

　　　　　　　　　　　　　　b）実験結果

　　　　　　　　　　　　　表14の如く血糖値は注射1時間後より上昇し，5時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表15に示す如く5時間後には約33％の1血L糖値の増加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と約13％の脳Glycogen蚤の増加が見られる。
o　　　　　　4　　　　　　　　　　iO　　　　　　　　15

　　　　　　　　　　　　　　　時問　　　　　　表16の如く投与後10時間の血糖値はほぼ回復してい



86－（460）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で言　少卜［臣ミ　詠呂　　爵τ16巻

るが，脳Glycogen量には1萌約25％の増加が見られ　　　　表f6　ネズミ脳Glycogen轍に及ウぼす

たQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17・・llydroxycorticosteroneの膨響

　表17に示す如く15時間後の脳Glycogea蚤は正常値　　　　　　　　　　　（沿三射饅10時間）

に近づいている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　実験　　体　重　　itiL糖値　　脳Glyco鵬n掲1：
　図5は以上の結果を示したものである。jfit糖値の増　　　　番号　　「g）　　（nv／de）　　　　（脚％）

加に伴つて脳GlycQgen鍛も著明に増力IIを示している　　　　73　　200　　　137　　　　　　170

が，Adrenalineの場合に於ける如く血糖値の最高上　　　　74　　200　　　　87　　　　　　層139
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75　　　　　：L65　　　　　　　　96　　　　　　　　　　　134

　表14　ネズミ」血糖値に及ぼす　　　　　　　　　　　　　　　76　　　210　　　　126　　　　　　・1・3cj

　　　　・7－1－1・d・Q・y・・r・・…t・・・…の辮　　1；lll　ll！　llll

　突験　　　　　　　　　　　　　　LtP，　　　糖＿＿＿怖葭．＿＿．⊆堕∠」喫⊇＿　　　　　　　　 79　　　　　210　　　　　　　：L21　　　　　　　　　　　156

　　　　体重　　　　 沮三射後の時間　　　　　　　80　　160　　　117　　　　　13i

番号　（の　前・3579　　81　ユ80　107　　、。6
　　55　　　　180　　　127　184　　230　　223　　120　　ユ24　　　　　　　　　82　　　　　ユ90　　　　　　122　　　　　　　　　　120

　　56　】75　1211，1016413L　126116　　　83　エ60　　89　　　133
　　57　、75、2、88、。41339811。　＿一墾＿」£鉱．＿－！0亀＿．．＿＿塵

　　58　ユ60　119101102326125115　　　平均値　　111　　　139
　　59　　　　180　　　110　　90　　ユ24　　142　　　88　　114　　　　　　　　　　　　　　　　　　対　　　　」照　　　　試　　　 験

　　60－．．ll°1°2三3°凱遡13ユ1°＆．　撒体重血V，IME－｛脳Gly、。9，嚇

　　平均値117i171552tl　115115　一塑．－！a＿蜘∠4の一一一＿一蟹6）tt
　　＊：ETydrocortone　acatate　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　144　　　　　210　　　　　　ユ13　　　　　　　　　　』、14

　　　製遡元　万有製粂株aCftt「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　145　　　　　180　　　　　　　ユ25　　　　　　　　　　　117

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　146　　　　　220　　　　　　　ユ13　　　　　　　　　　　　112
表15 v濫器、翫識響　　覇「　riテ｝　…隔榔

　　　　　　　　（酬後5時聞）　　　　衰17ネズ・脳Gly、。、，。蘇鷹す

　実験　　　体　璽　　　」血糖値　　　脳Glycogen量　　　　　　　　　　17一正［ydroxycorticosteroneの影響

．翻一，．一．t（チ）豊／ぜの＿　鑛），　　　　（酬後塒間）

63　155　　160　　　116　　　189　ユ70　　】21　………i’g9””7－
　64　　　　　145　　　　　　　190　　　　　　　　　　　121　　　　　　　　　　　　　t90　　　　　］80　　　　　　　　90　　　　　　　　　　　106

　65　　　　　ユ50　　　　　　142　　　　　　．　　　　112　　　　　　　　　　　　191　　　　　160　　　　　　　83　　　　　　　　　　129

　66　　　　　140　　　　　　　163　　　　　　　　　　　134　　　　　　　　　　　　192　　　　　：L60　　　　　　　　82　　　　　　　　　　　125

　67　　　　　155　　　　　　　176　　　　　　　　　　　138　　　　　　　　　　　　　t93　　　　　：t80　　　　　　　　86　　　　　　　　　　　1玉0

68　・55　、5・　　　ユ、7　　　194　160　　89　　　126
69・6・ @・65　・25　　穆lll9　’81　｝ll
70　ユ50　143　　　ユ29　　　197　ユ75　　82　　　130

　71　　　　　ユ65　　　　　　128　　　　　　　　　　124　　　　　　　　　　　　198　　　　　160　　　　　　　85　　　　　　　　　　1t）5

　72　　　　　ユ55　　　　　　　132　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　199　　　　　200　　　　　　　　81　　　　　　　　　　　1】3

　平均値　　152　　　125　　 ＿．200＿＿1撫L＿＿t－．盤＿＿＿．＿＿盤上＿tt＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均値　　90　　　121
　　　　　対　　照　　試　　験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対　　照　　試　　験
実験　　体　重　　血糖値　　脳Glycogen量

61　ユ50　132　　122　　　実験体重血糖値脳Gly、。9，噛
62　’55　・4・　　132　　墾一．壁L血盟6L＿一（nv％）

雪芸（孟1「響　・望一一．響螢豊鐙一脳2鵬蛾
　142　ユ80　　86　　　、、4　　　二〇7　150　ユ10　　　1・5
」3…－9・　＿凱一一．一一　1器il8　91　｝認

平均1直　98　　110　　一華満値…｝101t－「r　｝一



第3塔　（1967）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　87　L（46コ）

図5　ネズミ脳Glycogen量に及ぼす　　　　　　　　　表19　　ネズミ脳Glycogen量に及ぼす
　　17－Hydroxycorticosteroneの影響　　　　　　　　　　　Pyruvic　acidの影響

．r，％t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注射後5時間）

Iso

160

140

120

IOO

80

60

実験　体重　血糖値　脳Glycogen燈
＿鐙星　（9）　」鯉φの＿＿．一、＿（鯉襲L＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　221　　　　　200　　　　　　　　124　　　　　　　　　　　　116

4ニー一＿＿．一．．一．　iii｝il　iii　i讐

　　　、、、－v’’”　　　　　　　　　　　　、、一「　　　　　　　　　　　225　　　　　200　　　　　　　ユ04　　　　　　　　　　　104

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　226　　　　　　2QO　　　　　　　　ユ07　　　　　　　　　　　　　113

　　　　　淵鼎～隅黒～恥“％1　　　227　ユ90　99　　　－
　　　　　＿　血糖値（mg／Ut）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　228　　　　　180　　　　　　　122　　　　　　　　　　　1L14

　　　　　e一　→　対照（皿糖）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　229　　　　　ユ9〔｝　　　　　　　109　　　　　　　　　　　110

　　　　　　mmuT－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　230　　　　　　180　　　　　　　　：LO5　　　　　　　　　　　　113

°　　5　1°　題。　　231　2…　31　　・・1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　232　　　　　　180　　　　　　　　107　　　　　　　　　　　　　一

昇時点より約5時間おくれて脳Glyco8en鍬の最高値　　 平均値　　111　　　114
が現われ，その後徐々に減少し始めている。　　　　　　　　　　　　　対　　照　　試　　験

　　　　8・P・「u”le　A°ld投与による　　　　突纒灸体重」nL糖値脳Gly。。9，噛

　　　　及ぼす影響　　　　　　　　　　　　　　　　　257　　160　　　　98　　　　　　114

　　a）爽験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　258　　　 ユ70　　　　　 99　　　　　　　　1ig

　Pyruvic　acidを水溶液とし2NNaOH溶液で中　　　＿．．顎9＿、。＿ヨq黛＿＿＿1q7＿．＿．，　tt＿．．＿廻ヱ．＿＿

和後更に水を加えて4　9・／ce溶液を調製した。6時間　　 平均値　　101　　　113

髪欝籍鮒灘離1、繍表・・翻欝繍に及・・す
逢し，5，10及び15時間後の血糖値と脳Glycogen鍛　　　　　　　　　　　（注射後10時間）

を同時に測定した。対照試験として前認のPyruvic
　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　契験　　　体　重　　　i血L糖値　　　脳Glycogen量

融糖の脳Glyc°gen　「kに　　　一搬．＿（の一一塑ψ仙＿＿豊瓢L＿

acld瀦と眠の水を用いた・　　　　　嗣　（9）　（vv／de）　（，。P％）

　　b）実験結果　　　　　　　　　233　、70｝｝｝、、7　　122
　表18の如く血．糖、1　Stは投与後2時間から5時間に認　　　　234　　180　　　　98　　　　　　116

められ，3時間で最高となつているが軽度である。　　　　　235　　180　　　121　　　　　　107
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　236　　　　　170　　　　　　　ユ24　　　　　　　　　　　221

　表18　ネズミ血糖億に及ぼすPyruvic　acid　　　　　　　237　　　170　　　103　　　　　　117
　　　　の影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　238　　　ユ80　　　　111　　　　　　105

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　239　　　　　ユ60　　　　　　　117　　　　　　　　　　　　99
実験　　　体　　＿＿＿＿＿＿」兵匹＿＿＿」彗　　　　値　　（ne／認）　　　　　　　　　　　240　　　　　170　　　　　　　ユ38　　　　　　　　　　　111

　　　　重　　　注射後の時闇　　　　　241　150　　102　　　126
番9（9）前・2357ユ・　　242　エ8Q　ユ。4　　、2。

　216　　　160　　　102　　111　　129　　ユ38　　　9：t　　107　　102　　　　　　　　243　　　　　180　　　　　　　ユ00　　　　　　　　　　　132

　217　　170　　　117　　106　　131　　167　　92　　87　　89　　　　　　　　244　　」雲坦一＿　　　ユ20　　　　　　　　　　　101

　2181901211181431551131⊥395　　 平均値　 113　　　115
　219　　170　　1tht　114　　138　　162　　：14　　84　　84　　　　　　　　　　　　　　　　　対　　　　興眠　　　試　　　験

　220　　180　　105　　120　　115　　145　　107　　98　　93

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一一4　　実験　体重　血糖値　脳GlyCOge且鑑
　平均値1111141311531039893　鶴　（の　（卿認｝　（mP・／。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　260　　　　　210　　　　　　　　96　　　　　　　　　　　111

　衰19に示す如く投与後5時間の血糖値は正常に戻つ　　　　261　　200　　　ユ00　　　　　　114

ているが，脳Glycogen皇Lは軽度の上昇が見られた。　　　　262　　180　　　　92　　　　　　110

　表20に示す如く此の時脳Glycogen圭辻の軽度の増加　　　　　平　均　値　　　　96　　　　　　112



　88＿（462）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒州医誌　第16巻

が見られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9，睡眠剤投与の脳Glycogen量

　表21に示す如く脳Glyc。gen蚤は正常値ez　Mしてい　　　　　　　iこ及ぼす影響

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a）実験方法

　図6は以上の結果を示したものである。脳Glyco一　　　ネズミの体重1009につき睡眠剤として抱水Ch　IQr　at　1

gen盤は血糖値の上昇に伴って極めて軽度の増加が見　　　を1日2回1001呼宛皮下注酎，　Sulfonal　P，（】ny徹経口

ら泌が，その最麟点畷鞭約1。時間で血櫨の　臨Am・ba・bi・・1を6碗1日3回灯温蜘こで

最高上購点より約塒間のおくれ硯られた。　　投与し24欄後に於いて脳組織の藤消麟と郷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そのGlycogen鐙の変化を測驚した。組織の酸紫消費

　衷21　ネズミ脳Glyco即n錨二に及ぼす　　　　　　　澱はWarburgのManometerを使用し，その露室

　　　　　Pyruvic　acidの影饗　　　　　　　　　　　　に0，8紹のKrebs・・Ringer燐酸緩衝液（pX－1　7，4）を

　　　　　　　　（注射後］5時間）　　　　　　　　　入れ，之れに1．Omeの脳組織H◎mogenateを加え

　実験　体重　血糖値　脳Gly・・9・・撮：　た・次し・でこの全：騒1：撚溜水を以つて2・　IPteとした・

　番号　　（9、　　（㎎／4の　　　（7㎎％）　　　　Center　wel1に0．1meの20％KOH溶液と灘紙小

　　245　　　180　　　　97　　　　　　114　　　　　　片を入れた。実験は37・　5°」：0・leCの董亘温槽中にて1

　　246　　170　　　　97　　　　　　116　　　　　分間120回振懲，振幅7吻πの条件で行い10分間毎に気

　　247　　　180　　　　83　　　　　　　114　　　　　　圧の測定を行つた。

　　248　　　190　　　　　95　　　　　　　110　　　　　　　　　b）実燭灸績身ξ

　　249　　ユ80　　　104　　　　　113　　　　　　衷22，23及び24に見られる様に抱水Chloral，

　　250　18°　1°5　　ユ05　　s。1f。。。1及びAm。b、，bit。噂の睡騨U鵬によつ
　　251　　　　　190　　　　　　　　74　　　　　　　　　　　　gg

　　252　　200　　　　94　　　　　　104　　　　　　衷22　　ネズミ脳Glycoge皿鼠に及ぼす

　　253　　170　　　88　　　　　112　　　　　　　　　抱水Chloralの影響
　　254　　　　　180　　　　　　　　87　　　　　　　　　　　105

　　256　、7。　8…　　　7　　実験番号　体重　脳Giyc°gen　M：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の　　　　　　　（mp％）
　　　平　　均　　イ直　　　　　　　　91　　　　　　　　　　　110　　　　　　　　　　　　　　523　　　　　　　　　16Q　　　　　　　　　　　　　ユ26

　　　　　　　対照試験　　　　524　 170　　149

　　263　150　93　　1°8　　　528　　、8。　　　・4・
　　264　170　89　　115　　　529　　2。。　　　・47
　　265　210　i°9　　110　．　　530　　200　　　、52

　　　平均値　　97　　111　　　一諏均値　　　144
　　図6　　ネズミ脳Glycogen量に及ぼす　　　　　　　　表23　　ネズミ脳Glycogen貴に及ぼす

　　　　　　Py・uvic　a・idの影響　　　　　　　　S。lf。n、1の影響
ngAe

㎎／dt

@　　　　　　　　鰍鵬　体if1　脳Gly・・9・・盤
岡o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（多）　　　　　　　　（n解％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　531　　　　　　　　　　210　　　　　　　　　　　　　　123

　120　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　532　　　　　　　　　200　　　　　　　　　　　　　129

　　　　　　、、　　　　　　”　　　　　　　　　　　隅一■　　　　　　　　　　　　　　　　　　533　　　　　　　　　　190　　　　　　　　　　　　　　148

　no　　　　　　　　　　　　、㌧一＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　534　　　　　　　　　ユ80　　　　　　　　　　　　　132

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　535　　　　　　　　　　］L80　　　　　　　　　　　　　　　133

、。　　寓撫織静％）　　　　　536　　・8・　　　・41
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　537　　　　　　　　　　ユ9Q　　　　　　　　　　　　　　130
　　　　　　　←一一噌　血糖値（mg！d　t）

　　　　　　　一一一一帰　対照（血糖）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　538　　　　　　　180　　　　　　　　　　　139

　　　　0　　　　　　　　5　　　　　　　　io　　　　　　　l5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平　　均　　値　　　　　　　134
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間
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表24　　ネズミ脳Gユycogen量に及ぼす　　　　　　　　20㎎を25日間皮下注射し，その翌目脳組織につき実験

　　　　Amobarbitalの影響　　　　　　　　　　　　を行った。

懸翻　体璽　脳Gl…9・哩　　b）実繍果一
　　　　　　　　　（9）　　　　　　（mpo／o）　　　　　　表25・26及び図8に7Sした如く，甲状腺剤の投与に

　　539　　　　　190　　　　　　　151　　　　　　よつて脳組織の酸素消塑量の上昇する時は脳Glyco－

　　540　　　　　180　　　　　　　1ao　　　　　gen量は著明に顕戎少を示し，反対に抗甲状腺剤の投

　　541　　　　　170　　　　　　　149　　　　　　与によつて脳組織酸素消費簾の減少を起こす時には逆

　　542　　　　190　　　　　　　130　　　　　に脳Glycogen昆は明らかに増大するのを認める。
　　543　　　　　　　　　　ユ90　　　　　　　　　　　　　　139

　　544　　　　　180　　　　　　　157　　　　　　衷25甲状腺剤（Thyradin㍉の脳Glycogen燈

　　545　　　　　190　　　　　　　142　　　　　　　　　　に及ぼす影響

．：IL一匙＿堂＿墾L㌔と墜G正鎧竺
　　　　平均値　　 144　　 548　 170　　 56

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　549　　　　　　　　　1．60　　　　　　　　　　　　　　72

図7 ?蜑T磁す　　　55・　・9・　　63
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　551　　　　　　　　　210　　　　　　　　　　　　　　59
酸素消賛澱（At）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　552　　　　　　　　　　210　　　　　　　　　　　　　　　　60
　130

120

IIO

lOO
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IO

　゜　　　　　　　　　　　553　　　　　　　　　　170　　　　　　　　　　　　　　　63

　　　　　　　554　　　　　　　　　190　　　　　　　　　　　　　　71

／　　　　　　　　　　　555　　　　　　　　　180　　　　　　　　　　　　　　62

　　　　　　　　　　　　ノ　　　＿＿遡　　　190　　＿61
　　　　　　　　　　か／　　　　平　均　値　　　　63

　　　　．〆；／　図1敬識＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Methiocil畳）のネズミ脳酸素消i凝鍛に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及ぼす影響

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酸粟消賢置（μの
　　　　　　　　　←一弗対照多　　　　　　　　　）e－－x　Sulfooal　　　　　　　　　　l50

　　　　　　　　　婦　Amobarb琵a1
　　　　　　　　　ゆ一一弔　　Chlora｝　hydrate　　　　　　　　l40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130・

　　　　　　　30　　　　　　　　　60　　　　　　　　　90　　　　　　　　　120　　　　　　　　120

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110

て脳Glycogen量は著明に増加することが分かる。　　　　100

　これに反して図7に示す如く，この時の脳組織酸素　　　gO

消費墨は対照に比して明らかに低下していることを認　　　80

める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70．

　　　　10．甲状腺Hormone及び抗甲状腺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60
　　　　　剤投与のネズミ脳Glyaogen量に

　　　　1及ぼす影響　　　　1：　　　、口膿、、
　　a）実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。一一Thy。、din
　前実験に於いて睡眠剤による脳組織酸素消費盤の低　　　30

下に反比例して脳G三ycogen量が上昇することを確め　　　20

得た。本実験では組織の酸索消費を刺戟することの影　　　10

響を知るために，甲状腺並びに抗甲状腺剤投与の影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　60　　　　　　　　　90　　　　　　　　t20

を観察した。前春としてはネズミの体重100　gにっき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊：MethylthiouraciL
Thyradin　20㎎を30日間，後者としてはMethioci1　　　　　　製翫中外mPut株式鰍
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衷26抗甲状腺剤（Me七hiQcil）の脳Glycogen量　　　　衰27　正常ネニぐミの頸動静豚血々糖lll〔

　　　に及ぼす影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及びその鑑i

墨竺体（の重脳G1置竺鍵豊L亜並蜘丞1｝到〔豊
　　557　　　　　　　　　ユ70　　　　　　　　　　　　　146　　　　　　　　　　　　　290　　　　ユ80　　　　　　．1．15　　　　　　　．1、03

　　558　　　　　　　　　180　　　　　　　　　　　　　158　　　　　　　　　　　　　291　　　　19〔｝　　　　　117　　　　　　　1・02

　　559　　　　　　　　　200　　　　　　　　　　　　　157　　　　　　　　　　　　　292　　　　180　　　　　　113　　　　　　　1103

　　560　　　　　　　　　　180　　　　　　　　　　　　　　］．33　　　　　　　　　　　　　　293　　　　　170　　　　　　104　　　　　　　102

　　561　　　　　　　　　170　　　　　　　　　　　　　　135　　　　　　　　　　　　　　294　　　　200　　　　　　122　　　　　　　108

　　562　　　　　　　　　　190　　　　　　　　　　　　　　　ユ49　　　　　　　　　　　　　　295　　　　　200　　　　　　　】07　　　　　　　　95

　　563　　　　　　　　　　200　　　　　　　　　　　　　　　138　　　　　　　　　　　　　　296　　　　　：180　　　　　　　133　　　　　　　11⊆）

　　564　　　　　　　　　　200　　　　　　　　　　　　　　133　　　　　　　　　　　　　　297　　　　200　　　　　　1⑪7　　　　　　　工0｛〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　298　　　　　200　　　　　　　．1，08　　　　　　　　100
　　　　平　　均　　値　　　　　　　144
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　299　　　　i70　　　　　　11｛，　　　　　　、99

　　　　11・頸動静豚血々糖値及び大腿鋤静　　　　　　　　平　均　値　　　　114　　　　103　　　11

　　　　　豚血身糖値の正常値並びにその差

　　a）実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　i蔑28　i｝三常ネズミ大腿動1翻ll伽糖値

6時間以上徹させたネズミの鰐1醐級び頸削永よ　　　及びそ磁

り同時に採血し，叉同様に大腿動豚及び大腿静II永より　　　災験　　体煎　t．．＿．一。t．」瓜＿…，wt．．「lll’1肋卿礁）

同時に掬血して，醜値を測慰ヒ較した⑲⑳。　　　　＿醒L玉a＿器墨勲膣！ま！～、ヨ囎1削姻｛t，II”h

　　b）実験節吉果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　324　　ユ90　　　　ユQ5　　　　　　92

　表27に示す如く頸鋤脚魚々糖値の平均々よ工14n4／ee，　　　325　19e　　　121　　　　1u

頸醐永血々糖値の平均は103mp／eeでその差はU剛46　　326　170　122　　108
であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　327　　18Q　　　107　　　　96

袋28に示した如く燗鋤　漁・糖値が陶よ・・3　32820Q　1°9　1°4
職大腿撒・雛・平脚・・謡でそ・差　iig　lll　ill　｝ll
は9㎎／d6であつた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　331　　　　170　　　　　　111　　　　　　　　1α5

　　　　1Z　lnsulln投与｛こよる頸動静豚　　　　332ユ80　ユ17　　107
　　　　　血々糖値と脳Glyc。gen量及び　　　　　　　　333　170　　　110　　　　102
　　　　　大腿動静豚血々糖値に及ぼす　　　　　　be｝　　　　　　－t…H“”nv’“－t－．tt－…t”・t…”－t－一

　　　　　影響　　　　　　　　　平均値　113　104　9
　　a）実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表29　ネズミの顧鋤静昧血々糖値とそ琶）藁及こ♪・

生理的食塩水を用いLente　ins・1inを瑠2単位　　　脳Gly・・gen・rU・lr一及ぼすln・9，・ulinの購

含有の溶液とし，6時間以上絶食させたネズミの側腹　　　　　　　　　　　（淀射後5時間｝

欝翻搬欝罐蹴繍、轟購　輪彌罐静農≦螂！脳α卿脚撮
血。難⑲と脳Gly。。9。。量を1司時、。瀧した．歎　1』L玉aL＿働＿a’”b＿．（購）＿

腿動静豚血1々糖値⑲も同時に測定した。　　　　　　　　　314ユ80　33　　21　　　　　　　1・Cli2

　　b）撒結果　　　　　　　　　315］8022　ユ6　　　　7｛；・
炎29に示す如く蜘1舳噸働平駄23卿認，　316’8°25　18　　　62

聯蝿餅均は・7・v／acであつた・脚差1；翻1911　　1：：1
は吻溜で正常働砒して軽度の減少槻ら泌・　3192…　9　．、9　　　e2
　脳Glycogen鐙は約20％の減少を示している。　　　　　320　200　　16　　　11　　　　　　　　9£

　表30に示す如く大腿動豚血々糖値の平均は21㎎／d6　　　321　190　　26　　　16　　　　　　　　　84

で大腿静豚血々糖値の平均は19㎎／d6であった。両者　　　322　170　26　　21　　　　　　　　97

の差は2㎎／認であり正常個に比して滅少が著明であ　　　323　ユ90　15　　13　　　　　　　　81

る・lnsuli・没与による働劇1与瀕動静豚」flt・徽　 平均値　23　17　6tt　8『

一H°一隔鵬「」　・wua“一　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一
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の差の減少はi隆度であるのに対して大腿動静豚血々糖　　　々糖lil｛の平均は別2π塀た昭，頸静1昧1血L々糖値のΨ均は

値の差は正常値の1／4以下を示し著明である。　　　　　　226御／認であり，その差は］．6瑚／詔である。脳Glyco－・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gen量のi｛z均も著明な増bllを示している。
表3° 戟酎｡轍謝欝　　表・・3耐…く，燗11聖・…糀の鴨・…

　　　　　　　　㈱ii’後嚇聞）　　　　”卿1大腿灘伽擁の平均は19吻翅であり，
蜘体重　血擁」直・1・，q／de）　その灘117’卿である・．Ad「enaline蹴鎌高

蚕㌧豊L撰1唖L煙鞭頭一生±　楽翻綜器聯二饗膿誌鵬鷲：沖
　334　　　200　　　　　　　18　　　　　　　　17

　335　180　　　29　　　　26　　　　　　　　　表32　ネズミの頸動静豚1血L々糖値とその離及び

　336　200　　　31　　　　28　　　　　　　　　　　脳Glycogen圭li：に及ぱすAdrenaline

　337　20°　　16　　14　　　　　　　の　1響㈱コ1珊謝後6　欄）

iii｝i－i　ii　　撫聾1戴叢1霧際≦讐脳聯　

34117° @17　　14　　　　鰯…冊叩…薦｝…薦………｝「互「’
　342　　　200　　　　　　　25　　　　　　　　23
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　304　　210　　　　258　　　　242　　　　　　　　　　　　　　142

＿3！『＿翌住．、2配＿＿迦一＿＿＿　 305］8・212　2。。　　　］34

　平均値　　21　　19　　2　　306200　223　204　　　　：1．48
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　307　　200　　　237　　　　223　　　　　　　　　　　　　124

　　　　13・ACI「enallne投与による頸動静豚　　　　　　308　170　219　　211　　　　　　　15〔う

　　　　　血々糖値と脳Glycegen盤及び大　　　　　　　309　200　267　　252　　　　　　　139

　　　　　腿動静豚血々糖値に及ぼす影響　　　　　　　　310　210　　240　　222　　　　　　　］29

　　a）実験方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　311　180　230　　217　　　　　　　135

　生理的食塩水を用い0．01％Adrenaline溶液を調　　　　312　ユ90　　257　　236　　　　　　　　156

製し，6時間以上絶食させたネズミの側腹部に体璽　　　313　220　　243　　229　　　　　　　149

ユ009につき0，05㎎⑰のAdrenalineを2圓（第ll．1亘1　　　平均値　　242　　226　　16　　　　142

注射｛時間後に第2圃注射）皮下淀融にて投与し，経
時的vaJiL糖箇を測定した。この結果，最初の注射より　　　表33　ネズミの大腿動静豚血々糖値及びその藻に

・職の高血購・頸燃・・…値・脳脱　　麟A蟹晶麟編
gen髄を同時に測定し，又大腿動静豚∫血々糖億と同

時圃腱した。　　　　　　　　　　SC験髄＿＿塑L」　粒＿豊薫鯉勲＿、
　　、）実験結果　　　　　　＿型ω大腿酬墾曵述鐡髄L．靴二L
　蓑31に示す如く最初の注射より6時問後に最高血糖　　　　344　　180　　　2Q2　　　　190

値25吻翅となり，1塒徽に正常伽。戻つてい　　345170　2°9　199
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　346　　　　ユ90　　　　　　231　　　　　　　　216
る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　347　　　210　　　　　　231　　　　　　　220

　表31　ネズミの血糖値に及ぼすAdrenaline　　　　　　　348　200　　　216　　　　209

　　　　の影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　349　　180　　　177　　　　173

　　　　　（第1回注射3時間後第2回注射）　　　　　　　350　180　　　205　　　192

実験　　＿」L糖1庭．（型詔）　　35119°　2°8　2°°
　　　　　体璽　　　　　　　注射後の時間　　　　　　　　352　　180　　　175　　　　164

翻　（の　前246810　　353・70　207　　・9・5
　300　200　97141232237ユ65102　　平均値　 206　　196「　10
　311　　　　180　　　　89　　172　　203　　253　　78　　　76

　312　　200　　91　176　242　279　152　103　　　　　　　14．Lente　Insullnの致死盤

pm『H一爾一石…　るヨ「蕊一猛一薦…磁旧1』i…　　　a）実験方法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生理的食塩水を用い0．25認中に炎々0．8，0．9，1．0，

　衷32に示す如く最初の注射より6時間後の頸動豚【血　　1，1及び1，2単fs7：のLente　insulinが含まれる様に調
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製した。6時間以上絶食させたネズミの側腹部に体重　　　溶液を調製した。6時間以L絶食させたネズミの側腹

1009にっき前記各単僚のInsulinを皮下注射により　　　部に体重］OO　9にっきO．05㎎のAdrenalineな皮下注

投与して，24時間後にその生死を観察した。以上の条　　　射により投与した。1時間後にネズミの側腹部に体至E

件で1群3匹のネズミを用い1匹以ヒの生存を認めた　　　100　9　V＝っき夫々0，8。0，9，1，0，1．1及び1，2単位の

工nsulinの最大使用量を投与した。　　　　　　　　　　Insuiinを皮下注射により投与した。鹸初の注射より

　　a）実験結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　3時間後に同量のAdrenalineを再び投与して2L時間

　衰34に示した如く1．1単位以上は金部死亡した。　　　　後に生死を観察した。以．ヒの条件で1群3匹のネズミ

　衰35に示した如く1．　o単位投与では10匹中3匹の死　　　を用いコ匹以上の生存を認めたInsulinの最大使∫襟｝㌃

亡を見た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を投与した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b）多ミ験結封1一

表34　Lente　insulin轍死趨・　　　　衷36に示した如くU戦以上は全部死亡した。

　実験　　体重　　投　　与　　量　　生　　死　　　　　蓑37に示した如く1，0単位投与では10匹中61｛巨の死

一一塑（の（・．／・塑勲恥一≧＿乙　亡蜆た。

450　170　　1・0　　0　　　490　170　　　　　0
」旦L18°　　　　　0　　　491・8・一一－h　　　℃…柵
　452　　190　　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　492　　　　165　　　　　　　　　　0．9　　　　　　　　　　　　×
　453　　　　210　　　　　　　　　　ユ，1　　　　　　　　　　　　×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　493　　160　　　　　　　　　　　　0

・454　210　＿＿．　．＿さ＿＿　　塘再　15・　　　　　…｝τ…
　455　　160　　　　　　　　　　　　　　×
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　495　　　　160　　　　　　　　　1．O　　　　　　　　　　　x

456　19°　　1・2　　　×　　　496　160　　　　　　×
　457　ユ50　　　　　　　　　x　　　－4喜デーゴラ万一　　　一．一．一．．dit　　－．．．ff－＿

表35　L，。，。in、ulinの致魍　　　　49817°　　1・1　　x
　　　　　　（・．・。．／、OO、9　B．　W．）　　　　」99　18°　＿　　．比＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500　　160　　　　　　　　　　　　　　x

　　実験翻　　体　重　　生　死　　　501　175　　L2　　　×
　　　　　　　　　　（二9）　　　　　　　　　　（）　　　　×　　　　　　　　　　　　502　　　　　180　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞ヒ

　　　458　　　　　　ユ70　　　　　　0
　　　459　　　　　　　180　　　　　　　x　　　　　　　　表37　Adrenalineを投与したネズミ｝こ

　　　460　　　　　　200　　　　　　0　　　　　　　　　　　対するLente　insulinの致死鰍

　　　461　　　　　180　　　　　0　　　　　　　　　　　　（1，0u．／　1　OO　g・B，　W．）

　　　462　　　　　　170　　　　　　0
　　　463　　　　　　　　　　　ユ80　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　　　実験番号　　　　　　　体　　　　重　　　　　　　生　　　　死

　　　464　　　　　　　170　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（92＿一一　　　　Ω＿一送＿＿

　　　465　　　　　　　　　　　150　　　　　　　　　　　（）　　　　　　　　　　　　　　　　503　　　　　　　　　　　160　　　　　　　　　　　×

　　　466　　　　　　　　　　　170　　　　　　　　　　　（：）　　　　　　　　　　　　　　　　504　　　　　　　　　　　i60　　　　　　　　　　　（）

　　　467　　　　　　　　　　160　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　505　　　　　　　　　　ユ50　　　　　　　　　　　x

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　506　　　　　　190　　　　　　×

　　　15，Adrenallneを投与したネズミに　　　　　　　　　507　　　　　170　　　　　×

　　　　対するL帥to　Insullnの致死蟄　　　　　　　　　508　　　　　170　　　　　0

　　。）実験方法　　　　　　　　　　509　　　160　　　0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　510　　　　　　200　　　　　　　×

443　　ユ80　　　　　　　　　　　　0

444　　170　　　　　　0．8　　　　　　　0　　　　　　　i喪36　Adrenalineを投与したネズミに

445　　170　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　対するLente　insulinの致死疑

449　　170　　　　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　489　　　　ユ70　　　　　　　　　　0．8　　　　　　　　　　　（）

生理的食麟を用いα25・紳獣々°・8・0・9…O・　　511　　・6・　　Q
1・1及び1・　2単位のLente　insulinが含まれる様に調　　　　　　512　　　　　　200　　　　　　x

製した。又生理的食塩水を用いO．　Ol％Adrenaline
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　　　　　　　　　結　　論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　献

　］）肝，筋，脳Glycogenを分離して酸水解を行い　　　①Holmes，　E．　G＆Holmes，　E．：Biocllem，　J．，20：

水解曲線を作つて水解係数を求めたが，3者の間に大　　　1196，1925　　②Kerr，　S．　E．＆Ghantus，　M・：J．

きな差異は認められなかつた。　　　　　　　　　　　　　Biol．　Chem．，1431227，ユ942　　③中　脩三：福岡

　2）Insulin投与により著明な低血糖と，脳Glyco一　　医誌，22：1509，1929　　④Himwich，　H．　E．：Brain

gen量の減少が見られ，　if11糖回復と共に脳G工ycogen　　Metabolism　and　Cerebral　Disorders，　P47・1951，

量の回復が見られた。　　　　　　　　　　　　　　　The　Williams＆Wilkins　Co．，　Baltimore

　3）膵全摘出，Adrenaline，　Cortex　horm。ne及　　⑤Hagedorn，　H・C・＆Jensen・B・N・：Biochem・

びPyruvic　acidの投与により高血糖と脳Glycogen　　Z。　t　35：46，1923　⑥Kerr，　S．　E，：　J．　B1oL　Chem，，

燈の増加が見られ，脳GlycogentWの最高h昇時点は　　　116；1・1936　⑦Kerr・S・E・：J・BiQ1・Chem・・

血糖値の最高上昇時点より数時間の迷延が認められ　　　123　：443・1938　　　⑧Meyer，　K・H・：Advan・

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EnZymol．，3：109，1943　　⑨江上不二央・他：多

　4）　ネズミに甲状腺Hermone（Thyradin）を与　　　糖類化学，　pユ74，1955，共立出版株式会社　　⑩Ma

えて脳組織の酸素消費を促進せしめる時には，これと　　　Dowe！1・M・：Proc・ExptL　Med・，25：85・1927

平行して脳Glycogen量は著しく書、妙するのが認め　　⑪Sevag，　M・：Biochem・Z・，273；覗9・1934

られた。叉反対に抗甲状腺剤（Methiocil）及び睡眠　　　⑫Somogyi・］M・：Biochem・Z・・104：245，1934

剤を投与して脳組織酸素消費を抑制する時・には，これ　　⑪Lieb，　H・＆Sch6niger，　W・；Handbuch　der

に伴い脳Glycogen量は著明に増加してくるのが1認め　　　Physiologisch－und　Pathologisch－Chemischen

られた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Analyse，10　Auflage，】1［／1，　p　242，1955，　Springer．－

　5）工nsulin投与にょる低血糖時に頸動豚血エ々糖値　　　Verlag，　Berlin

と頸静豚1血L々糖値との差は軽度に減少し，この時脳　　　⑭飯騒直彦・橋本徳次郎・藤田一雄；日本内分諸必学会

Glyc。gen鼠の減少が認められた。これに反して火腿　　粥｛i誌，27；1，1951　　⑮冑岡一：膵除後糖尿病・内

動豚血々糖値と大腿静豚i血L々糖値との差は著明に滅少　　　分泌のつどい・第6藥・P26，1952，協岡医辮L腱版社

していることが認められた。　　　　　　　　　　　　　⑯Kerr，　S・E・＆Ghantus・M・：J・Biol・Chem・・

　6）Adrenaline投与による高血糖時に頸動豚血々　　　116；9・1936　　⑫Kerr，　S・E・・Halnpe1・C・W・＆

糖値と頸静豚血々糖値との蓋は著明に増大し，この時　　　Ghantus，　M・：J・Bio1・Chem・，119：405・1937

脳Glyc。gen蚤の増加が認められた。一方大腿動豚血　　　⑱斉藤達雄・他r現代内科学大系・代謝異常　L

々糖値と大腿静豚血々糖値との差の増加は殆んど認め　　　P60・1962，中山書店　　⑩Himwich・H・E・＆

らナしなカliDた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fazekas・J・F・：Endocrinology，21　：800・　1937

7）予めAd・e・・1i・・を投与して高血糖を来たした　⑳Gibbs，　E・L・，　L・nn。x・W・G・Nhna・L・E・＆

後でも，本実験の条件と例数では1船uiinに対する致　　　Gibbs・F・F・：J・BioL　Chem・。144：255・1942

死蚤に変化は見られなかつた。

　以上の事実から脳組織に含まれるGlycogenはその

含有量は塵少であるが，血糖の消長に敏感に反応して

増減を示し，かつ脳組織の活動度によつて著しい影響

を受ける等常に脳の代謝の様相に応じて消失或は合成

貯蔵され，脳の作用維持に璽要な機能をはたしている

ものと考えられる。
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